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●論文要旨 
 本研究は、新型コロナウイルス感染症拡大期における商品購入価格と消費者の特性

との関係を分析した。徳島県内の生協組合員を対象としたアンケート調査と購買デー

タを用い、消費者特性スコア（物と空間の管理、収支管理、情報収集、同調傾向）別

に購入商品の価格指数を算出した。その結果、食料品全般では違いがみられなかった

のに対し、品不足であった穀類の価格指数には消費者特性による差があり、特性スコ

アが低い消費者は割高な消費をしている傾向が見られた。非常時に消費者が過剰な購

入をしないための教育として、平時より注意深い情報収集や物と空間の管理能力を高

める取組みの必要性が示唆される。 
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